
マイクロアレイ実習 
（解析編）

2015年6月12,16,17日



■ 内藤 雄樹（ないとう ゆうき） 
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自己紹介



■ マイクロアレイ実習のページ： 
　 http://bit.ly/microarray2015 
■ ハイブリ終了→ Washのようす 
■ スライドの画像と数値化 
■ siRNAのオフターゲット効果とは？ 
■ Excel(4日目), GeneSpring(5日目), 
　 R(6日目) によるデータ解析

内　容

http://bit.ly/microarray2015


■ 7塩基のseedがmRNAの3ʹUTRと 
　 対合することでmRNAを抑制する 
　 場合がある（オフターゲット効果） 
■ 7塩基マッチ：計算上16kBに1箇所 
■ 実際にはseedが対合しても必ず抑制 
　 されるわけではない

siRNAのオフターゲット効果



  ‘seed’ 領域（5ʹ末端から2-8の部位） 
の対合でmRNAが抑制される
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seedと相補的なGAGUUCA 
を3ʹUTRにもつ1,734遺伝子
を抽出、変動を調べた。
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どの7-merで 
変動するか？


